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高すぎる国保料を支払えず自殺したり、保険証をとりあげられ受診できず命が奪われる

―全国で重大な事態があいついでいます。所得 300 万円の 4 人家族で国保料が 40 万円以上

（札幌、京都、大阪、福岡など）という過重負担です。保険料の収納率は８８％にまで下

がり、制度そのものが危うくなっています。 
ここまで保険料が高くなってしまった原因は、従来の自民党政治のもとで国保会計への

国庫負担の割合を５０％から２５％に半減させてしまったからです。 
民主党は、国保の建て直しに９０００億円をあてるとしていましたが、果たされていま

せん。緊急に４０００億円投入するだけでも、１人１万円の保険料引き下げが可能です。

さらに、国庫負担を計画的にもとに戻して、だれもが払える保険料にすることが必要です。

鳩山前首相も「看過できない問題で、財源確保に努力したい」と述べています。ただちに

具体的な対策をとるよう求めます。 
国保料が高すぎて払えず保険証をとりあげられた世帯が３０万世帯をこえ、保険証がな

くて病院にかかれず、手遅れで死亡する事例が全国から報告されています。政府は、「払え

るのに払わないことが証明された場合以外は、慎重にとお願いしている」と答弁していま

す。保険証とりあげを義務づけた国保法を改正し、生活困窮者からの保険証とりあげをた

だちにやめるべきです。 
 

請願項目 

一、削られた国庫負担をもとにもどし、国保料を引き下げること。 

一、緊急に１人１万円の値下げを、国の財源でおこなうこと。 

一、保険証とりあげを義務づけた国保法をただちに改正すること。 
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